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１．２０２５年度（２０２６年３月期）通期業績報告

・業績概要
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・営業利益の増減要因（対前年実績）
・貸借対照表
・キャッシュ・フロー
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業績概要

➤ 売上高  ４３１.３億円 前年比 ▲０.６億円
➤ 営業利益  ２３.１億円 前年比 ▲２.９億円
➤ 経常利益  ２７.４億円 前年比 ▲１.１億円 円安による為替益 ２.８億円を計上
➤ 親会社株主に帰属する純利益 １９.９億円 前年比 ▲２.１億円

２０２４年度
通期実績

２０２５年度
通期実績

前年比

増減 ％

売上高 ４３１.９ ４３１.３ ▲０.６ ▲０.１

営業利益 ２６.０ ２３.１ ▲２.９ ▲１１.１

営業利益率 ６.０％ ５.４％ ― ―

経常利益 ２８.５ ２７.４ ▲１.１ ▲３.７

親会社株主に帰属する当期純利益 ２１.９ １９.９ ▲２.１ ▲９.５

為替レート(期末) １ＵＳ＄＝円 １４９.５２ １５９.８８ ― ―

（単位：億円）
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製品別売上高

２０２４年度
通期

２０２５年度
通期

前年比

実績 ％ 実績 ％ 増減 ％

モジュール
２３４.４ ５４.３ ２２８.９ ５３.１ ▲５.５ ▲２.４

電子部品デバイス
（抵抗器等） １２３.４ ２８.６ １２３.４ ２８.６ ＋０.０ ＋０.０

電子部品デバイス
（センサ等） ６１.３ １４.２ ６５.９ １５.３ ＋４.６ ＋７.５

金型・機械設備 ７.０ １.６ ７.７ １.８ ＋０.７ ＋９.６

その他 ５.７ １.３ ５.４ １.２ ▲０.４ ▲６.５

合計 ４３１.９ １００.０ ４３１.３ １００.０ ▲０.６ ▲０.１

➤ モジュール ディスプレイパネル向けが減少
➤ 電子部品デバイス センサおよびピエゾ製品が増加

（単位：億円）
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モジュール

売上高 ２２８.９億円 前年比 ▲５.５億円
売上高 １８９.３億円 前年比 ＋４.６億円

モジュール
電子部品デバイス
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市場別売上高

➤ モビリティ
ディスプレイパネル向けが減少したものの、EV等の新市場・新顧客向けで増加

➤ 産業機器、家電機器、情報・通信機器、その他
産業機器はモジュール減少、家電機器は需要弱含みで推移、情報・通信機器はデータセンター向けで増加
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２０２４年度
通期

２０２５年度
通期

前年比

実績 ％ 実績 ％ 増減 ％

モビリティ ２９１.２ ６７.４ ３０２.２ ７０.１ ＋１１.０ ＋３.８

産業機器 ４９.６ １１.５ ４４.０ １０.２ ▲５.５ ▲１１.２

家電機器 ３３.８ ７.８ ３１.５ ７.３ ▲２.３ ▲６.９

情報・通信機器 ９.３ ２.１ １３.７ ３.２ ＋４.５ ＋４８.２

その他 ４８.０ １１.１ ３９.８ ９.２ ▲８.２ ▲１７.０

合計 ４３１.９ １００.０ ４３１.３ １００.０ ▲０.６ ▲０.１

（単位：億円）
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（単位：億円）
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為替変動 売上減

品種構成 2025年度実績
営業利益

資材価格
高騰

営業利益の増減要因（対前年実績）

前年比 △２.９億円
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貸借対照表

➤ 総資産は、現預金、棚卸資産、有形固定資産、投資有価証券などの増加を主因に２,９８１百万円の増加
➤ 負債は、仕入債務および退職給付に係る負債が減少し、有利子負債が増加したことなどから１２２百万円の減少

２０２４年度 ２０２５年度 増減

流動資産 ３０,６２５ ３２,６６３ ＋２,０３８

現金及び預金

受取手形及び売掛金

棚卸資産

１１,９３１
８,６５０
８,１０８

１３,０７９
８,７７４
８,８６８

＋１,１４８
＋１２４
＋７５９

固定資産 １２,５６９ １３,５１３ ＋９４３

資産合計 ４３,１９５ ４６,１７７ ＋２,９８１

流動負債 １１,２７９ １１,７９６ ＋５１７

支払手形及び買掛金 ５,８０２ ５,１８０ △６２２

固定負債 ９,２０２ ８,５６３ △６３９

負債合計 ２０,４８２ ２０,３５９ △１２２

借入金 ８,７３６ ９,０３５ ＋２９８

純資産合計 ２２,７１３ ２５,８１７ ＋３,１０４

負債・純資産合計 ４３,１９５ ４６,１７７ ＋２,９８１

（単位：百万円）

➤ 純資産は、
 ３,１０４百万円の増加

主な内訳

・親会社株主に帰属する
当期純利益   ＋１,９８６

・剰余金の配当 △７１３

・自己株式の取得および処分   △１２１

・アジア通貨高円安による
為替換算調整勘定の増加  ＋１,２０８

・その他有価証券評価
差額金の増加 ＋５５８
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キャッシュ・フロー

➤ 営業ＣＦ 仕入債務の減少および棚卸資産の増加
➤ 投資活動ＣＦ 固定資産の取得による支出、投資有価証券の売却による収入
➤ 財務活動ＣＦ 借入金の純増、配当金の支払いおよび自己株式の取得

２０２４年度 ２０２５年度 増減

営業活動による
キャッシュ・フロー

４,１２４ １,３９７ △２,７２６

投資活動による
キャッシュ・フロー

△１,４７１ △１３４ ＋１,３３７

フリーキャッシュフロー ２,６５２ １,２６２ △１,３８９

財務活動による
キャッシュ・フロー

△１,９０５ △６４４ ＋１,２６０

現金及び現金同等物の
期末残高

９,３０３ １０,２１０ ＋９０６

（単位：百万円）
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フリーキャッシュフロー

【フリーキャッシュフローの変化】
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２．２０２６年度（２０２７年３月期）通期業績予想

・事業環境
・業績予想
・製品別売上高
・市場別売上高
・営業利益の増減要因（対前年実績）
・設備投資額 / 減価償却費 / 研究開発費
・株主還元
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事業環境

２０２５年度

 ◇ 世界経済

・米国では個人消費の下支えにより景況は底堅く推移、中国では輸出が米国以外向けに増加したものの、

不動産不況や政府補助金の効果低減に伴い内需が減速

 ◇ エレクトロニクス市場

・ＡＩの拡大を背景にデータセンター向けが増加した一方、ＥＶ向けが失速したことから、電子部品需要は

総じて弱含みで推移

２０２６年度

 ◇ 世界経済

・中東情勢の悪化に伴い、サプライチェーンの混乱や資源価格の高騰が懸念され、物価上昇圧力により

景気減速の可能性も考えられる状況

 ◇ エレクトロニクス市場

・中長期的にはモビリティにおける電動化の進展やＡＩの普及に伴い部品需要の拡大が見込まれる

11
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業績予想

➤ 売上高 ４７０億円 前年比 ＋３８.７億円

➤ 営業利益  １８億円 前年比 ▲５.１億円

２０２５年度
通期実績

２０２６年度
通期予想

前年比

増減 ％

売上高 ４３１.３ ４７０.０ ＋３８.７ ＋９.０

営業利益 ２３.１ １８.０ ▲５.１ ▲２２.１

営業利益率 ５.４％ ３.８％ ― ―

経常利益 ２７.４ １６.０ ▲１１.４ ▲４１.７

親会社株主に帰属する当期純利益 １９.９ １２.０ ▲７.９ ▲３９.６

為替レート(期末) １ＵＳ＄＝円 １５９.８８ １５３.００ ― ―

（単位：億円）

・中東情勢の影響は現時点では不透明な要素が多く、業績予想には未反映
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製品別売上高

２０２５年度
通期

２０２６年度
通期

前年比

実績 ％ 予想 ％ 増減 ％

モジュール
２２８.９ ５３.１ ２６０.５ ５５.４ ＋３１.６ ＋１３.８

電子部品デバイス
（抵抗器等） １２３.４ ２８.６ １２７.０ ２７.０ ＋３.６ ＋２.９

電子部品デバイス
（センサ等） ６５.９ １５.３ ７０.０ １４.９ ＋４.１ ＋６.２

金型・機械設備 ７.７ １.８ ７.４ １.６ ▲０.３ ▲３.３

その他 ５.４ １.２ ５.１ １.１ ▲０.３ ▲４.８

合計 ４３１.３ １００.０ ４７０.０ １００.０ ＋３８.７ ＋９.０

（単位：億円）
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金型・機械設備
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モジュール

売上高 ２６０.５億円 前年比 ＋３１.６億円
売上高 １９７.０億円 前年比 ＋７.７億円

モジュール
電子部品デバイス

➤ モジュール 新市場、新顧客およびディスプレイ向けで増加
➤ 電子部品デバイス 主にモビリティ向けで増加
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市場別売上高

➤ モビリティ
EV等の新市場、新顧客向けで増加

➤ 産業機器、家電機器、情報・通信機器、その他

産業機器は需要回復により増加、家電機器は中国市場向け低迷により減少
情報・通信機器はデータセンター向けで増加
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２０２５年度
通期

２０２６年度
通期

前年比

実績 ％ 予想 ％ 増減 ％

モビリティ ３０２.２ ７０.１ ３４０.０ ７２.３ ＋３７.８ ＋１２.５

産業機器 ４４.０ １０.２ ４５.０ ９.６ ＋１.０ ＋２.２

家電機器 ３１.５ ７.３ ３１.０ ６.６ ▲０.５ ▲１.５

情報・通信機器 １３.７ ３.２ １５.０ ３.２ ＋１.３ ＋９.４

その他 ３９.８ ９.２ ３９.０ ８.３ ▲０.８ ▲２.１

合計 ４３１.３ １００.０ ４７０.０ １００.０ ＋３８.７ ＋９.０

（単位：億円）
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（単位：億円）
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品種構成

2026年度予想
営業利益

資材価格
高騰

営業利益の増減要因（対前年実績）

前年比 △５.１億円
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設備投資額 / 減価償却費 / 研究開発費

２０２４年度
実績

２０２５年度
実績

２０２６年度
予想

前年比

増減 ％

設備投資額 １１.３ １８.９ ３０.０ ＋１１.１ ＋５８.７

減価償却費 １０.３ １１.６ １４.３ ＋２.７ ＋２３.５

研究開発費 １６.２ １５.８ １６.０ ＋０.２ ＋１.１

（単位：億円）

0

10

20

30

40

2024年度実績 2025年度実績 2026年度予想

設備投資額（単位：億円）

0

10

20

30

40

2024年度実績 2025年度実績 2026年度予想

減価償却費

0

10

20

30

40

2024年度実績 2025度実績 2026年度予想

研究開発費

■主な設備投資
・ASEAN拠点拡充、生産設備増強
・DX、IT関連投資
・サステナビリティ関連投資(省エネ設備等)

■主な開発投資
・新センサの開発
・社会課題解決に寄与する製品開発

(環境配慮型製品、IoT関連製品など)

➤ 設備投資は、主にASEAN拠点の拡充および生産設備の増強により増加 前年比＋１１.１億円
➤ 研究開発は、引き続き新センサや社会課題解決製品の開発に注力
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株主還元

■年間配当金
・配当基準：純資産配当率（DOE）３％以上、配当性向３５％目途とし、２つの基準をともに満たす

 ２０２５年度 期初予定の１株当たり９０円から９５円に増配

 ２０２６年度 前期と同額の1株当たり９５円を予定（中間 ４７.５円、期末 ４７.５円）

 ※株主の皆様への利益還元の機会を充実させることを目的として中間配当を実施

■基本方針
・株主還元を強化し、資本効率の向上を図る
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49% 44%
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予想

配当金総額 自己株式取得額 配当性向(右軸) 総還元性向(右軸)
（単位：百万円）

２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度 ２０２６年度
予想

１株当たりの年間配当金 （円） ４５ ５５ ６０ ９０ ９５ ９５

１株当たりの当期純利益 （円） ２３２.８９ ７７.３６ ３０７.３３ ２７０.７８ ２５３.１５ １５２.９６
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３．中期経営計画２０２７の進捗

・業績推移
・進捗状況

①コア事業の進化
②新製品・新規事業の推進
③経営基盤の更なる強化
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業績推移

➤ 成長軌道に舵を切る期間として、成長分野へのビジネス拡大と経営基盤の強化を加速

296 
302 

340 337 

127 129 
130 143 

423 431 
470 480 

0

100

200

300

400

500

2025年度
計画

2025年度
実績

2026年度
予想

2027年度
中計

非モビリティ

モビリティ

2025年度 2026年度 2027年度

計画 実績 予想 目標

売上高 423億円 431億円 470億円 480億円

営業利益 21億円 23億円 18億円 34億円

営業利益率 5.0％ 5.4％ 3.8％ 7.0％

ＲＯＥ 7.0％ 8.2％ 4.6％ 10.0％

為替レート １ＵＳ＄＝円 147.00 159.88 153.00 －

市場別売上高（億円） 中期経営計画 基本方針

コア事業の進化

新製品、新規事業の推進

経営基盤の更なる強化

01

02

03
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進捗状況

◼ 安定的で成長力のある事業ポートフォリオ

の構築

◼ モビリティ市場向けビジネスの拡大

◼ グローバル生産、販売体制の拡充と強化

01 コア事業の進化 03 経営基盤の更なる強化

◼ サステナビリティ経営基盤の質向上

◼ 人的資本経営の推進

◼ ガバナンス体制の強化

◼ 成長市場および社会価値向上に向けた

 新製品・新規事業の推進

◼ 環境配慮型製品の拡大

新製品、新規事業の推進02

■中期経営計画 基本方針

バランスよく着実に伸長 社会課題解決型製品の創出 サステナビリティ活動の継続推進

・モビリティ向けを軸とした成長と進化

・高付加価値製品シフトによる収益の安定化

・ASEAN・インドの製販体制強化を計画通り

着実に推進

・モビリティ向け新製品を順次立上げ

・環境製品として水素センサを開発中

・新規事業ソリューション製品の拡充

・事業戦略と連動した人材戦略の遂行

・労働安全衛生や健康経営の推進

・情報セキュリティ管理体制の強化 など

20
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➤ 3つのコア事業はバランスよく着実に伸長

➤ モビリティ電動化市場へのビジネス拡大

222 229 261 256 

124 123 
127 140 

65 66 
70 75 

423 431 
470 480 

70% 70%
72%

70%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

0

100

200

300

400

500

600

700

2025年度計画 2025年度実績 2026年度予想 2027年度目標

その他

金型・機械設備

電子部品デバイス

(センサ等)

電子部品デバイス

(抵抗器等)

モジュール

モビリティ比率

（単位：億円）

製品別売上高

【モビリティ分野の成長ドライバー】

01 コア事業の進化

モジュール

センサ等

抵抗器等

シートベルト非着用時の警告検知

アンサーバック音

（用途例）

耐アークヒューズ 小型高電力チップ抵抗器 超精密チップ抵抗器

各種モジュール

着座センサ

ピエゾ製品

各種電装品、ECUなど

（用途例）

ディスプレイ、
バッテリーマネジメント
システムなど

（用途例）
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➤ 現地の市場ニーズやBCPの観点からASEAN地域での生産体制を強化

➤ インド市場における営業活動を強化 駐在事務所を起点に市場調査を行い、更なる販売拡大を目指す

◼タイ モジュールのライン増強

◼マレーシア チップ抵抗器の一部生産開始

◼インドネシア ピエゾ製品のラインナップ拡充

2025年度実績

インド駐在員事務所 2026年3月開設

◼場所

グルグラム

◼ターゲット市場

自動車、二輪（バイク）、エアコン

生産比率 30％

22

インドネシア工場
(協力工場)

マレーシア工場タイ工場

インド駐在員事務所

※ビルのテナントに入居
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新規事業

➤ ４つの成長領域をターゲット市場に定め、社会課題解決型の新製品を開発

※ターゲット市場：「モビリティ」「GX・DX」「産業・インフラ」「スマート家電・医療」

➤ 新規事業 ソリューション製品のビジネス拡大を推進中

02 新製品、新規事業の推進

新製品・新規事業の売上比率

対象
製品

◼トピックス

・モビリティ
EV向けなどのモジュール順次立上げ
着座センサの顧客開拓・開発プロジェクトスタート

・GX・DX
水素センサモジュールを開発中 ※次ページで説明

15%
17%

20%

2025年度実績 2026年度予想 2027年度目標

◼トピックス

・IoTフォークリフトサービス
量産中、顧客水平展開・拡販中

・超音波ソナーシステム
2026年度 バス向けで量産開始

IoTフォークリフトサービス

コントロール
ユニット

センサ モニター

超音波ソナーシステム

見守り
端末

測定
デバイス

23
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➤ 環境配慮型製品 モビリティ電動化の進展やセンサ需要の増加などにより前倒しで目標達成

➤ 水素センサモジュールを開発中

水素センサモジュール

製品
特徴

◼ 当社独自のMEMS技術を活かし、小型かつ高精度を実現

◼ 独自の環境補正により高精度化

・水素社会の安心・安全に寄与する

水素センサモジュールを開発中

開発中

・家庭用燃料電池や水素ステーション、

水素プラントなどの漏洩検知、濃度

測定などでの利用を想定
水素センサモジュール

「HHS-002」

24

27%

35% 36%
38%

2024年度実績 2025年度実績 2026年度予想 2027年度予想

環境配慮型製品の売上比率

CO２削減、省エネ、環境負荷物質の削減・廃止に

寄与する製品群の売上拡大を推進

対象
製品

◼ モビリティ電動化向け製品（モジュール、抵抗器等）

◼ 各種センサ（圧力センサ、湿度センサ、サーミスタ等）

◼ 小型高電力チップ抵抗器

◼ IoTソリューションシステム など

目標

30％
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➤ 持続的な成長を支えるサステナビリティ経営基盤の質向上を目指し、

 環境課題や人的資本経営、ガバナンス体制の強化等の取り組みを推進

03 経営基盤の更なる強化

2027年度目標

環境

◼ CO₂排出量

◼ 環境配慮型製品の売上比率

社会

人的資本経営の推進

◼ 従業員エンゲージメントスコア

◼ 女性管理職比率

ガバナンス

コーポレート・ガバナンス体制の強化

◼ リスクマネジメントの継続的改善

◼ 情報セキュリティの強化

2017年比40％削減

30％

70％以上

8％

重大事故０件

E

S

G

2025年度
実績

2026年度
目標

38％

36％

70％

7％

０件

36％

35％

67％

6％

０件

※見込み
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認証・認定、社外からの評価（2025年度実績）

認証・認定

対象
製品

サステナビリティ評価

対象
製品

・CDP

スコアCを取得

・Eco Vadis

サステナビリティ評価を受けています

・WFSGI（世界スポーツ用品工業連盟）行動規範

サステナビリティ監査対応支援を受けています

・ISO45001認証取得（労働安全衛生マネジメントシステム）

   対象：富山県内5事業所、タイ・中国上海工場

・とやま健康企業宣言 金(Step２)  認定を取得
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本資料に記載されている業績見通しにつきましては、本資料作成時点において入手可能な情報に基づいて当社が
作成したものでありますが、経済環境や変動の激しいエレクトロニクス市場動向の変化など、様々な要因により
実際の業績とは大きく異なる結果となる可能性があります。
そのため、本資料の業績見通しや目標数値等に全面的に依拠することはお控えくださるようお願いいたします。
なお、本資料の利用の結果生じ得るいかなる損失に関しても、当社は一切責任を負いません。
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